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（仮称）⼤船渡市デジタル⽥園都市国家構想総合戦略策定の必要性
■デジタル⽥園都市国家構想(以下「デジ⽥」という。)の背景

・デジタルは地方の社会課題（⼈⼝減少、過疎化、産業空洞化等）を解決するためのカギであり、新しい付加価値を生み出す源泉。
・このため、デジタルインフラを急速に整備し、官⺠双方で地方におけるデジタルトランスフォーメーション(DX)を積極的に推進。

■デジ⽥の意義・目的
・構想の実現により、地方における仕事や暮らしの向上に資する新たなサービスの創出、持続可能性の向上、Well-being(心豊かな暮

らし)の実現等を通じて、デジタル化の恩恵を国⺠や事業者が享受できる社会、いわば「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる
社会」を目指す。これにより、東京圏への一極集中の是正を図り、地方から全国へとボトムアップの成⻑を推進。

▼デジタルの⼒を活用した地方の社会課題解決▼
①地方に仕事をつくる
②⼈の流れをつくる
③結婚・出産・子育ての希望をかなえる
④魅⼒的な地域をつくる
⑤地域の特色を活かした分野横断的な支援
・デジタル⽥園都市国家構想交付⾦等及び地方財政措置の着実な実施

デジ⽥基本方針（令和4年6月7日閣議決定)
〜全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会を目指して〜

まさに、まち・ひと・しごと創生（地方創生）の取組そのもの︕
〔デジ⽥基本方針／抜粋〕
・これまでの地方創生の取組をデジタルの⼒でさらに発展。
・デジタルによらない従来の地方創生の取組を引き続き推進。

〔デジ⽥基本方針／今後の進め方〕

・今後の地方創生の取組は、”デジタル
の⼒の活用”がキーワード。

・従来の地方創生の取組に、＋デジタル
の⼒で強⼒に推進 。

今後の取組方向

・デジタル基盤の整備とともに、対象
となるサービスを徐々に拡充し、最
終的には生活経済全般のデジタル化
と、それによる心ゆたかな暮らし
（well-being）の実現を目指す︕

UP︕
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デジタル庁が示したデジタル⽥園都市国家構想の取組イメージ
・国は、地域の「暮らしや社会」「教育や研究開発」「産業や経済」をデジタル基盤の⼒により変⾰し、「⼤都市の利便性」と「地域の豊か

さ」を融合した“デジタル⽥園都市”を構築。
・「心ゆたかな暮らし」（Well-being）と、「持続可能な環境・社会・経済」（Sustainability）を実現し、地域で暮らす⼈々の心ゆたかな暮

らし（Well-being）の向上と、持続可能性の確保を目指す。
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国のデジタル⽥園都市国家構想総合戦略の策定方針
・令和4年9月29日、国は「デジタル⽥園都市国家構想総合戦略」の策定方針を⽰すとともに、戦略策定に向けたスケジュールを提⽰。
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国のデジタル⽥園都市国家構想総合戦略の全体像
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・令和4年12月16日、国は「デジタル⽥園都市国家構想総合戦略（案）」を公表し、12月23日に閣議決定。
・地方版総合戦略の改訂は、時期は明⽰していないものの、地域ビジョンの再構築を明⽰。



⾏政サービスのデジタル化 → 生活経済全般のデジタル化と心ゆたかな暮らしの実現へ

▼⼤船渡市のwell-being指標

▲第11回デジタル⽥園都市国家構想実現会議資料（令和4年12月16日開催）▲ 6

・国の「デジタル⽥園都市国家構想総合戦略」には、⾏政サービスのデジタル化の必要性を明記。
・あわせて、⺠間事業者間の協⼒による、生活サービスに必要なデジタル基盤整備の⽀援を明記。



Well-Being指標の活用〜デジタルの⼒により各指標を押し上げ↑↑↑〜
・国では、デジタルやデータではなく、市⺠の幸福感（Well-Being）の向上に向けてまちづくりを進めることを明確化し、市⺠の視点から

「暮らしやすさ」と「幸福感（Well-Being）」を数値化・可視化したものとして、 Well-Being指標の活用を推進。
・当市のWell-Being指標を⾒ると、「デジタル生活」のスコアが低く、レーダーチャートがいびつな形に。
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介護・福祉（54.5）

買物・飲食（42.6）

住宅環境（59.9）

移動・交通（45.2）

空気・騒音・清潔さ
（57.5）

事故・犯罪（52.8）

自然災害（50.7）

環境共生（52.9）

自然景観（56.3）

都市景観（36.0）
遊び・娯楽（46.8）

公共空間（40.2）

雇用・所得（65.2）

デジタル生活（37.9）

地域とのつながり
（68.7）

子育て（45.2）

初等・中等教育
（57.5）

教育環境の選択
可能性（42.3）

事業創造（42.0）

文化・芸術（50.5）
多様性（46.9）

20

30

40

50

60

70

医療・健康（45.4）
介護・福祉（54.5）

買物・飲食（42.6）

住宅環境（59.9）

移動・交通（45.2）

空気・騒音・清潔さ
（57.5）

事故・犯罪（52.8）

自然災害（50.7）

環境共生（52.9）

自然景観（56.3）

都市景観（36.0）
遊び・娯楽（46.8）

公共空間（40.2）

雇用・所得（65.2）

デジタル生活（37.9）

地域とのつながり
（68.7）

子育て（45.2）

初等・中等教育
（57.5）

教育環境の選択
可能性（42.3）

事業創造（42.0）

文化・芸術（50.5）
多様性（46.9）

20

30

40

50

60

70

▲⼀般社団法⼈スマートシティ・インスティテュート資料▲

▲デジタル⽥園都市におけるWell-Being指標の活用(デジタル庁)▲

▼⼤船渡市のwell-being指標

デジタルの底上げにより、各指標を押
し上げ、市⺠のWell-Beingの向上へ

ではなく、デジタルを前提とした、＋Dではなく、デジタルを前提とした、
D＋(=デジタルプラス)による施策間
連携と循環︕ 7



デジタル活用を進める上での理念〜三方よし〜
・急速なペースで⼈⼝減少・少⼦⾼齢化が進⾏する中、デジタルの⼒を活用し、地域の社会課題解決や魅⼒向上の取組の深化・加速化を図っ

ていく上で、市全体で戦略的に取り組んでいくことが不可⽋。
・そのため、市内の産業や生活の質を⼤きく向上させ、地域の魅⼒を⾼めるため、“三方よし”の理念をベースとしたまちづくりが必要。
・これらが、結果的にWell-Beingの向上につながり、心ゆたかな暮らしの実現へとつながっていくもの。

▲デジタル活用を進める上での理念 “三方よし” ▲

▲磯崎靖彦・⼤船渡市デジタル推進アドバイザー作成資料▲
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(仮称)⼤船渡市デジタル⽥園都市国家構想総合戦略の策定方針等 ①
１ 基本的考え方

※デジタルトランスフォーメーション︓デジタル技術の活用による新たな
商品・サービスの提供、新たなビジネスモデルの開発を通して、社会制
度や組織⽂化なども変⾰していくような取組を指す概念。

〔背景〕
・コロナ禍にあって、社会環境が⼤きく変化を続け、デジタル技

術の活用が多方⾯で進⾏。

・こうした技術の活用は、地域社会の生産性や利便性を⾶躍的に
⾼めるための要素の⼀つで、地方が直⾯する社会課題解決の切
り札となるだけでなく、新しい価値を生み出す源泉。

・今後、誰⼀⼈取り残されないことを前提としつつ 、“デジタル
の⼒”を活用して社会課題の解決、魅⼒向上の取組を加速化・深
化させる、D＋（デジタルプラス）による取組を強⼒に推進。

・その⼀方で、出生率低下の克服と、⽔産業を中心に地域経済の
活性化に資する施策をパッケージ化したこれまでの取組につい
ても、蓄積してきた検証成果等を基に、引き続き推進。

３ 計画期間
第2期総合戦略︓令和2年度〜令和6年度までの5年間

国の計画期間に合わせて、期間を変更
(仮称)デジタル⽥園都市国家構想総合戦略︓令和5年度〜令和9年度
までの5年間

・こうした背景から、デジタル技術を有効に活用しつつ、デジタ
ルトランスフォーメーション（DX ※）を強⼒に推進。

・このことから、⼈⼝減少下における持続可能なまちづくりを進
めるため、第2期⼤船渡市まち・ひと・しごと創生総合戦略を改
訂し、（仮称）⼤船渡市デジタル⽥園都市国家構想総合戦
略を策定。

第2期総合戦略の改訂

２ 国によるデジタル実装の取組の活用
・国のデジタル⽥園都市国家構想総合戦略において、「国において

は、構想の実現に向け、引き続き、デジタル実装の前提となる３
つの取組（ハード・ソフトのデジタル基盤整備、デジタル⼈材の
育成・確保、誰一⼈取り残されないための取組）を強⼒に推進す
る」と明記。

・こうした国の取組をフル活用し、市の取組を重層的に積み上げ、
効果的かつ効率的に課題解決につなげるとともに、⼀部による
“点”の取組ではなく、”面“の取組に展開。

Ｄ＋（デジタルプラス）



(仮称)⼤船渡市デジタル⽥園都市国家構想総合戦略の策定方針等 ②

▼第2期⼤船渡市まち・ひと・しごと創生総合戦略の体系▼
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H=Human
⼈

Ｘ
W=Work,Well-Being
仕事、幸福感

Ｄ=Digital
デジタル

S=Sustainability
持続可能な環境・社会・経済

■しごと・⼈・持続可能なまち…D+ で掛け合わせ ※右図
・第2期総合戦略の「しごとをつくる」「⼈の流れをつくる」「持続

可能なまちをつくる」といった基本的な方向を継承しつつ、 D＋
（デジタルプラス） による取組を強⼒に推進し、アップグレード
を繰り返すとともに、各施策間の連携と循環を創出。

・プロジェクトレベルでは、第2期総合戦略策定時(令和元年度)から
の変化、とりわけコロナ禍による社会変容を受け、必要に応じて
⾒直し。



市 議 会
・市議会全員協議会での協議等

⼤船渡市総合戦略
推進本部

・市⻑をトップとし、全部⻑等
で構成

・戦略案の検討及び取りまとめ
・策定後は進捗管理を担当

⼤船渡市総合戦略
推進本部専門部会

・素案策定過程の中で、必要に
応じて開催

・四つの基本目標を分け、社会
減対策部会、自然減対策部会
を設置、関係課⻑等で構成

➡デジタル活用を促進するため、
部会構成等を変更

⼤船渡市総合戦略
推進会議

・学識経験者、⺠間団体の役員等8
⼈で構成

・任期︓R4.7.6〜R6.7.5

事 務 局
（企画政策部企画調整課）

・庁内調整、デジタル創生研究プロジェ
クトチームの運営

・国のデジタル⽥園都市国家構想に係る
情報収集

・デジタル⽥園都市国家構想交付⾦の申
請、活用等

・社会全体でDXに取り組む機運醸成のた
めのセミナー等の開催

市⺠意⾒の反映
・パブリックコメント等により、市

⺠意⾒を把握し、戦略案に反映

説明意⾒・提⾔

調整

意⾒

意⾒
関係団体等に対する

意⾒聴取
・産業団体、教育機関、⾦融機関、
⺠間団体関係者等から必要に応じ
て意⾒を聴取（セミナー時のアン
ケート等）し、戦略案に反映

⼤船渡市 企画政策部 企画調整課(仮称)⼤船渡市デジタル⽥園都市国家構想総合戦略 策定体制

⼤船渡市デジタル推進
アドバイザー

・磯崎 靖彦氏（ソフトバンク(株)
ＣＳＲ本部北海道・東北地域ＣＳ
Ｒ部 参与)から意⾒聴取等

⼤船渡市デジタル創生
研究プロジェクト・チーム
・庁内に設置しているからプロ

ジェクト・チームから意⾒聴取等
（22⼈で構成）

反映

ＤＸ推進の取組／セミナーの開催

意⾒

意⾒

意⾒

市⺠・事業者 〔庁内〕
幹部職員

〔庁内〕
職員

調整調整

調整

機運醸成
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時期 市⺠意⾒等の反映 市議会 戦略推進会議(庁外) 庁内検討 事務局

12
～
3

月

４
～
６
月

７
～
９
月

10
～
12
月

・現⾏戦略の課題整理
・施策体系の検討
・施策・プロジェクト

の整理

推進本部②

市議会全員協議会

推進本部④

（専門部会）（専門部会）
※必要に応じて開催又は

ヒアリング実施

戦略策定

推進会議④

推進会議②

（仮称）⼤船渡市デジタル⽥園都市国家構想総合戦略スタート

12

※R3年度の効果検証を含む

⼤船渡市 企画政策部 企画調整課(仮称)⼤船渡市デジタル⽥園都市国家構想総合戦略 策定スケジュール

推進本部①
・策定方針
・スケジュール
・策定体制等推進会議①

国のデジタル⽥園都市国家構想総合戦略（仮称）策定

※R3年度の効果検証を含む

推進本部③

推進会議③

（専門部会）（専門部会）
※必要に応じて開催又は

ヒアリング実施

・総合戦略（案）の検
討

（専門部会）（専門部会）
※必要に応じて開催又は

ヒアリング実施

推進本部⑤

セミナー等を通じた関係
団体へのヒアリング 〔随時〕

デジタル推進アドバ
イザー、デジタル創
生研究プロジェク
ト・チームからのヒ
アリング等

・プロジェクトの検討
・成果指標、目標の整

理

パブリックコメント等


